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食事バランスガイド

 1日に「何を」「どれ
だけ」食べたらよい
かの目安を分かり
やすく示したツール

 適量をイラストを用
いて感覚で理解でき
るツール

 望ましい食生活につ
いて具体的な行動
に結びつけるツール



みやざき県版食事バランスガイド （県版）



みやざき県版親と子の食事バランスガイド （親子版）



目的

「食事バランスガイド」を活用した取組の評
価を行い、今後の保健所としての支援のあ
り方を検証する



対象者

• 宮崎県内の保健所、健康関連部門に属する嘱
託、臨時、兼務職員を含む市町村行政栄養士

６９名 （回答数63名 回答率91.3%）

方法

• 電子メールによるアンケートの送付と回答



アンケートの調査項目

• 健康教育での食事バランスガイド活用の有無

• 食事バランスガイドの使いやすさ

• 食事バランスガイドを使用した健康教育等の対象者
（一般住民）の理解度

• 食生活改善推進員の理解度

• 食事バランスガイドを使って健康教育を行う際にパン
フレット以外に使う媒体

• 食生活改善を推進するために参考にする指針

• 活用のメリットデメリットについての自由記載



結果① 健康教育でのバランスガイド活用の有無
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結果② 食事バランスガイドを活用する事業
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結果③ 食生活改善を推進するために参考にするもの
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結果④ 健康教育等での食事バランスガイドの
使いやすさ
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結果⑤ 「食事バランスガイド」を使用しての理解度

健康教育の対象者 食生活改善推進員
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あまり理解していない 理解していない

1.7%1.7%

46.6%
50.0%

0%

8.9%

58.9%

32.1%



●過不足を大まかな目安で

伝えることができる

●万人にわかりやすい

●食事調査結果をコマに表現
すると対象者が自分のとり方に
納得する

●バランスのとり方が分かる

●イラストで示してあるので

イメージしやすい

○活用以前にコマ自体の説明
に時間が取られる

（１回の説明では理解が困難）

○アバウトすぎて栄養指導に

使いづらい

○摂取ｶﾛﾘｰが伝えられない

○集団では使えるが個別は

使いづらい

○小学生・高齢者・年配女性に
は使いづらい

結果⑥ メリット、デメリットについて（自由記載）
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考察

大人版
生活習慣病予防教育

など

親子版
食育

生活習慣病予防教育
など

実生活での活用には
至っていない・・・

指導者自身が特徴を理解し、活用することが必要

一方では

食事バランスガイドの活用



人材育成の支援 食環境の整備

・ターゲットごとに工夫を凝らした普及
方法の提案

・普及側（栄養士・食生活改善推進員）の
活用に繋げるための研修会の開催

・食事バランスガイドの表示を
すすめる

（スーパーの総菜や弁当、
飲食店のメニュー等）

効果的に普及するための保健所栄養士の役割


